
　令和３年度から地球シミュレータ（第４世代）の運用が始まりました。新しい地球シミュレー

タはベクトルノード・CPUノード・GPUノードからなるヘテロな構成になっており、さまざまな研

究・ソフトウェアに合わせて利用いただけるようになっています。その運用状況は、利用可能だ

ったノード時間は全体の99.87％で、総理論演算性能は前世代のES3の約15倍に達するにもかかわ

らず、ユーザの利用時間割合は年度末に約90%に達しました。また23件の課題に対して重点的な

サポートを行い、新しいマシンへの円滑な移行や計算の効率化などに活用していただきました。

今後もサポートの利用も含め地球シミュレータを活用いただき、多くの研究成果をあげていただ

きたいと思います。

1. 地球シミュレータ運営の基本方針

1) 海洋研究開発機構は、地球シミュレータの効率的で安

定した稼働を基盤とした資源の提供を行います。

また、利用者が目的を効果的に達成できるよう多用な

ニーズに応じた運用と技術的サポートを行います。

2) 地球シミュレータの利用に際しては、海洋研究開発機

構に設置された計算機システム運営委員会による審議

を経て機構が定める内容等に応じて特徴付けられた資

源配分枠ごとに、課題と利用者を選定します。また、

国等からの要請や有償利用の申請は原則として受け入

れるものとします。海洋研究開発機構は、地球シミュ

レータのより良い運営を実現するため、利用者の意見

を反映するとともに、地球シミュレータの運用への協

力を要請します。

3) 課題の選定については、別に設置する課題選定委員会

において審議するものとし、選定された課題毎の資源

配分量も課題選定委員会の審議を経て決定します。課

題選定委員会は、地球シミュレータの計算能力や特性

を最大限に活用する課題や科学的なブレークスルーが

期待される挑戦的な課題、及び社会的貢献に資する課

題等の利用促進も念頭に置き、地球シミュレータを利

用した成果が学術及び社会に広く貢献できるように考

慮するものとします。

4) 地球シミュレータの利用を通して、海洋地球科学と関

連分野において世界をリードする科学者の育成を促進

するとともに、地球シミュレータの運用における知見

と経験を蓄積し、それらを利活用することにより、計

算科学、計算機科学及び情報科学の研究開発と技術開

発においても、卓越した人材の育成を推進します。

5) 地球シミュレータを利用して得られた成果は、その利

用条件に即して公表することとします。公表の際は、

原則としてその成果が地球シミュレータを利用したも

のであることを明示することとしています。

海洋研究開発機構では、地球シミュレータの計算資源を

「所内枠」「公募枠」「機構戦略枠」の３つの課題枠に大

別しています。所内枠は機構の中長期計画の達成のための

研究開発を行うことを目的に、役職員等を代表者として、

機構内を対象に募集する「所内課題」を遂行するための課

題枠です。公募枠は地球科学分野を主とする計算科学分野

の研究開発を行うことを目的に、機構以外の組織に所属す

る者を代表者として、機構外を対象に募集する「公募課

題」を遂行するための課題枠です。なお公募課題は、成果

の公開が義務付けられています。最後の機構戦略枠は地球

シミュレータの戦略的な利用を推進する課題で、以下に該

当する課題を遂行するための課題枠です。

地球シミュレータは、海洋・地球・生命システムの統一像

の解明のために、海洋研究開発機構が中期目標・中期計画

を達成し、創造的で国際的に卓越した研究開発を推進する

ための基盤施設としての役割を有しています。海洋研究開

発機構は、地球シミュレータを最大限に活用して我が国の

海洋地球科学と関連分野を牽引し、また、海洋地球科学と

関連分野及び産業界等を含む社会に対して地球シミュレー

タの利用の機会を広く開くものとしています。海洋研究開

発機構は以下の基本方針に従い、地球シミュレータの運用

を行っています。

地球シミュレータプロジェクト概要

地球情報基盤センター　センター長

石川　洋一

図1:2021年度の地球シミュレータ資源配分

1) チャレンジ利用課題：挑戦的・萌芽的な利用、臨時

的・緊急的な利用、計算機利用の推進等を目的とし

て、機構の内外を問わず募集する課題です。

2) 指定課題：国等からの委託、補助金等を受け、機構が

実施し又は第三者に実施させる課題です。

「統合的気候モデル高度化研究プログラム」、

「科学研究費助成事業」などで利用されます。

3) 成果専有型有償利用課題：産業界等を対象とした有償

課題で、利用者は成果を専有することができます。

また所内課題や公募課題等に対して、見込まれる成果をも

とに審査を行い、十分な成果が見込まれる課題へ優先的に

計算資源を充当する制度も実施しています。

2. 地球シミュレータの計算資源配分
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地球シミュレータ機構戦略課題「チャレンジ利用課題」
 

課題名  
課題 

責任者氏名 
課題責任者所属 

大気・海洋分野   

極端現象の予測精度向上を目指した予測モデルの改

良 
馬場 雄也 

海洋研究開発機構 付加価値情報創生

部門 アプリケーションラボ 

日本全国の地域詳細な極端気象の将来予測に資する

高解像度多量アンサンブル気候データセットの作成 
高薮 出 

気象業務支援センター 第一研究推進

室 

   

３次元弾性地下構造の曖昧さを考慮した多数回地殻

変動解析 
堀 高峰 

海洋研究開発機構 海域地震火山部門 

地震津波予測研究開発センター 

地震震源の対蹠点における理論地震波形による地球

内核構造の推定  
坪井 誠司 

海洋研究開発機構 付加価値情報創生

部門 地球情報基盤センター 

GPU 対応・宇宙流体シミュレーションコードの開発 簑島 敬 

海洋研究開発機構 付加価値情報創生

部門 数理科学・先端技術研究開発セ

ンター 

 



  

 

 

 図 2：地球シミュレータ（ES4） 

　地球シミュレータは、2002年に初代システムが運用を

開始し、地球温暖化に関するIPCC第4次および第5次報告

書への貢献をはじめ地球科学ならびに関連科学技術の発

展に多くの貢献をしてきました。2009年3月には二代目の

システム(ES2)への更新が行われました。その間、フラッ

グシップ・システムから、海洋地球科学分野を主とした

計算を担当するシステムへと役割が変わりましたが、こ

の分野を中心に多くのユーザに利用されてきました。ES2

は、2015年2月末日をもって運用を終了し、同年3月から

三代目の地球シミュレータ(ES3)の運用を開始しました。

ES3では省エネルギー化を達成するとともに、引き続き海

洋地球科学分野を中心とした研究を推進するHPC基盤シス

テムとして活用されるように運用を行ってまいりまし

た。

　2021年2月末日のES3運用終了に備え、四代目の地球シ

ミュレータ（ES4）の調達が進められました。このES4の

調達にあたっては、従来の地球シミュレータで行われて

きた地球科学研究の更なる発展と、これまで行われてこ

なかったような新機軸の研究も実施可能とするシステム

を目指すとともに、更なる省エネルギー化の達成を目指

す方針が立てられました。具体的な仕様策定には機構研

究者と運用側技術者が一体となって取り組みました。調

達は新型コロナ禍においても遅滞なく進められ、2019年6

月に資料招請、2020年5月入札公示、同8月に開札を行

い、機種を決定しました。2021年2月末に予定通りGPU搭

載ノード部以外の検収を行って3月より試験運用に入り、

5月末にはGPU搭載ノード部の検収も完了して、6月より正

式運用を開始しました。 

  ES4の総理論演算性能はES3の約14.9倍、総ストレージ容

量は約12.8倍に向上しました。ES4の大きな特徴は、汎用

的なx86互換CPUをベースとしてベクトルエンジンやGPUと

いったアクセラレータを組み合わせたマルチアーキテク

チャ構成を採用した点です。これにより従来の研究を発

展させるだけでなく、これまでは実施が難しかった新し

い研究テーマ（新規研究）の実施を可能とします。また

全ノード計算や複数のアーキテクチャを組み合わせたプ

ログラム実行も可能です。このES4により、従来から行わ

れてきた地球環境変動などの研究や地殻変動、地震のメ

カニズムの解明、津波被害の予測などの更なる発展のほ

か、人工知能(AI)技術を用いた研究のような新規研究に

よる成果創出が期待されます。

3.地球シミュレータの変遷




